小学校社会科における防災に関する教材開発─開拓期の石狩川河口域の治水事業に着目して─ by 菊地 達夫
小学校社会科における防災に関する教材開発─開拓
期の石狩川河口域の治水事業に着目して─
著者 菊地 達夫
雑誌名 北翔大学生涯学習システム学部研究紀要
巻 12
ページ 141-151
発行年 2012
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00000476/
北翔大学生涯学習システム学部研究紀要
第　12　号（2012）
小学校社会科における防災に関する教材開発
─開拓期の石狩川河口域の治水事業に着目して─
Teaching-Materials Development about the Disaster Prevention
in Elementary School Social Studies
菊　 地　 達　 夫
Tatsuo KIKUCHI
北翔大学生涯学習システム学部研究紀要　第12号
Bulletin	of	Hokusho	University
School	of	Lifelong	Learning	Support	Systems　No.12
平成24年３月
March，2012
小学校社会科における防災に関する教材開発
─開拓期の石狩川河口域の治水事業に着目して─
Teaching-Materials	Development	about	the	Disaster	Prevention
in	Elementary	School	Social	Studies
菊　 地　 達　 夫
Tatsuo KIKUCHI
１．は じ め に
　周知のとおり，2011年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では，想定をはるかに超え
る津波が起こり未曽有の被害となった。その後，福島第一原子力発電所の放射能漏れ事故が，
加わり，被害はより深刻化した。復興は，徐々にすすんでいるものの，被災地の安定した生活
にはほど遠い。また，原発事故の終息には，長期間を要する。
　各自治体などでは，過去の自然災害の教訓を活かし，防災計画・対策を立案してきた。しか
しながら，東日本大震災では，自然災害に対する人間の想定に限界があることを改めて露呈した。
　他方，過去の自然災害の教訓を活かし，迅速な対応，適切な行動によって生命を救った事例
も多い。教訓の伝え方は，伝承などいくつかあるが，広義にみれば教育活動を中心とする。例
えば，過去の自然災害に関する内容は，社会科教育，地理教育，歴史教育の中で学習すべきも
のである。その理由として，自然災害は，自然的事象によるものであるが，その影響を受ける
ものは社会的事象である。また，過去の自然災害の実態は，時間軸の中で，社会的認識，地理
的認識，歴史的認識として理解すべきものである。よって，社会科教育，地理教育，歴史教育
の教材は，自然的事象と社会的事象，過去，現在，未来といった相互の軸で構成され，過去の
自然災害に関する内容の考察や認識には最も適している。今後，防災に関する内容を社会科教
育などで取り上げる意義は，極めて大きい。
　そのような背景をふまえ，本稿では，小学校社会科における防災に関する指導計画を構想す
る。具体的には，小学校社会科のうち，どのような単元で，防災に関する内容の導入が，可能
か探る。それをもとに，防災に関する指導計画を構想する。最後に，社会科（地理的内容）に
おいて，防災に関する内容を導入する意義を改めて確認する。
　なお，本稿の立場は，自然災害の被害の高いと想定する地域の学習を構想するものではない。
地域における先人が，自然災害に対して，どのように立ち向かい，克服しようとしてきたのか，
認識させることにある。そのことによって，特色ある自然地理的環境を正しく認識し，郷土愛
を育成することを目指すものである。
　対象地域として石狩川河口域（洪水と治水事業）を取り上げる。また，対象時期は，明治期
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とした。東日本大震災の場合，リアス式海岸や砂浜海岸のいずれにおいても，津波の被害は大
きく，河川の流入域において拡大した。河川の流入域では，津波が内陸部に遡上し，広範囲な
被害をもたらした。そのように考えると，北海道の場合，単なる海岸部だけではなく，河川の
流入域の危険度が大きい。加えて，河口部に市街地が広がるような場所は，さらに危険度が大
きくなる。北海道の大河川として，石狩川，天塩川，十勝川がある。中でも，石狩川は，河口
部に石狩市が位置する。これまで，石狩川は，河口域を中心にたびたび河川が氾濫して，洪水
を引き起こしてきた。また，洪水に対する治水事業は，明治期に入り，本格化した。今回の東
日本大震災により，地震津波による水害も，想定する必要性が増した。地震津波の発生は，太
平洋岸と比べ，日本海岸の方が少ないと判断されている。ただ，日本海岸に位置する奥尻島（青
苗地区）では，地震津波により，壊滅的な被害を受けた。以上の理由から，石狩川河口域が，
適当な事例地の１つと判断した。
Ⅱ．小学校社会科における防災に関する内容　
　本章では，小学校社会科における防災に関する内容を，どのような単元で，教材化できる可
能性があるのか確認する。その確認は，平成20年版小学校学習指導要領解説社会編を参考とし
ながら行う。小学校では，平成23年４月以降，平成20年版学習指導要領が完全実施となっている。
　小学校社会科では，防災に関する内容を，第３・４学年，第５学年の中で具体的に取り上げ
ている。第３・４学年の内容（４）では，「地域社会における災害及び事故の防止について，
次のことを見学，調査したり資料を活用したりして調べ，人々の安全を守るための関係機関の
働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする」とある。内容
の取扱いでは，災害について，火災，風水害，地震などから選択して取り上げるようになって
いる。
　第５学年の内容（１）では，「我が国の国土の自然などの様子について，次のことを地図や
地球儀，資料などを活用して調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっている
ことを考えるようにする」とある。とりわけ，国土の保全などのための森林資源の働き及び自
然災害の防止の小項目において重点的に行う。具体的には，自然災害の防止を調べる学習活動
として，地震，津波，風水害，土砂災害，雪害などが国内で起きやすいという理解，その対策
を自治体が取り組んでいるという内容を対象としている。対策では，砂防ダム，堤防の整備，
ハザードマップの作成などを挙げている。
　いずれも，近年の自然災害の様子，自然災害の防止に対する現在の自治体の取り組みを対象
としている。よって，特色ある日本の自然地理的環境は，様々な自然災害の可能性があること
を学習する。過去の自然災害の様子では，自然災害の種類，発生地域，発生年度，発生被害の
内容を学習する。それをふまえ，各自治体が，防災計画の立案やその見直しを検討しているこ
とも学習する。
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　他方，過去の自然災害に対して，どのような防災を行い，工夫してきたのか，これらの学習
活動からは十分と言い難い。そのため，上記の単元内容以外に，防災に関する内容の導入が可
能か探る。過去の自然災害の内容は，地域の歴史を学ぶ単元内容で対象になると考えられる。
　地域の歴史を学ぶ学習は，第３・４学年，第６学年で具体的に取り上げている。第３・４学
年の内容（５）では，「次のことを見学，調査したり年表にまとめたりして調べ，人々の生活
の変化や人々の願い，地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるようにす
る」とある。さらに，小項目として，「古くから残る暮らしにかかわる道具，それらを使って
いたころの暮らしの様子」，「地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事」，「地域の発展に
尽くした先人の具体的事例」がある。自然災害に関する内容では，文化財，年中行事，先人の
具体的事例を想定できる。文化財では，自然災害によって犠牲となった人々への慰霊碑，石碑
の存在，年中行事では，自然災害に対する慰霊行事，先人の具体的事例では，災害時の避難誘
導者，防災計画の立案者，防災設備の建設の技術者などが考えられる。このような地域教材は，
地域の中で負の遺産となり，埋もれていることも少なくない。また，時間の経過とともに，風
化していることも考えられる。
　第６学年の内容（１）では，「我が国の歴史上の主な事象について，人物の動きや代表的な
文化遺産を中心に遺跡や文化財，資料などを活用して調べ，歴史を学ぶ意味を考えるようにす
るとともに，自分たちの生活の歴史的背景，我が国の歴史や先人の動きについて理解と関心を
深めるようにする」とある。第6学年の内容は，日本全域の歴史を対象としており，市町村単
位の地域をあまり対象としていない。また，自然災害に関する内容では，大規模な自然災害に
限られる。さらに先人の具体的事例は，幾人か例示されており，その多くは日本全域に影響を
およぼした人が中心である。よって，市町村単位の自然災害の様子や特定地域で活躍した先人
は，対象にはなりにくい。加えて，自然災害の中で，洪水は，日本全域でみられたものであり，
特異な現象でもない。
　以上から，第３・４学年の内容（５）で取り上げることが望ましい。理由として，単なる過
去の自然災害の内容を理解するためではなく，地域住民の思いや願いを知る上で有力な教材に
なりうる。教材となりうる文化財，年中行事，先人の具体的事例は，いずれも自然災害をきっ
かけに生じたものと考えられる。それらに関係した人々の思いや願いを，児童に思考させるこ
とは，郷土愛の育成につながる。よって，自然災害の危険性のみを強調するような学習展開に
はならない。
Ⅲ．石狩川河口域の洪水・治水事業を題材とした教材開発　
１　石狩川河口域の洪水の歴史的概要
　石狩川河口域の洪水は，江戸時代から発生していたものの，開拓移住者が増加した明治期以
降，より深刻化した。近代的な治水事業が着手するまで，洪水は，ほぼ毎年発生した。第１表
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年次 月日 被害状況
1845年 弘化2年 石狩川氾濫し堤防破壊
1879年 明治12年 石狩川洪水
1890年 23年 石狩川洪水
1892年 25年 １月１日 豪雨により河川氾濫
1898年 31年 ９月７日 石狩川大洪水，生振村，花畔村，大水害のため
農作物全滅　国庫より救済費支出さる
1909年 42年 ４月７〜８日 石狩川洪水生振方面一帯に氾濫　10数日にわたり
減水せず
1911年 44年 ７月 大雨により洪水被害大
1915年 大正４年 ７月 石狩川洪水
1918年 ７年 ８月 下旬に大洪水　農作物の被害大
８月降雨29.2mm　９月降雨23.3mm　
1919年 ８年 ５月５〜15日 融雪による洪水あり
1926年 15年 ５月７日 河川氾濫
1961年 昭和36年 ７月24〜26日 集中豪雨により河川氾濫　最高水位1.75ｍ（警
戒水位１ｍ）雨量200mmを越える被害大
1962年 37年 ８月４日 台風９号により河川氾濫　大水害となり橋梁を
流し各支線道路を破壊　農作物は被害大
1969年 44年 ９月26日 高潮の逆流による河川の増水のため住家浸水
６号台風の大雨により河川氾濫各支線道路冠
水・決壊
1975年 50年 ８月24〜26日 農作物浸水・冠水　住家浸水
９月６〜７日 低気圧と前線による北海道地方の大雨のため農
作物に被害
1992年 平成４年 ９月１〜３日 台風17号と温帯低気圧の大雨低温等のため農作
物に被害
資料）石狩町教育委員会（1995）：『ふるさと　いしかり』147 頁より作成。
第1表　石狩川河口域の主な洪水被害
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の洪水記録は，主な洪水被害である。洪水の発生時期は，春から夏にかけて多い。春では，雪
解け水による増水が主な理由であり，夏では，台風や集中豪雨による増水が主な理由である。
加えて，一度，洪水が発生すると，数日間，浸水することも常態化していた。表では，10数日間，
洪水が続いた記録もある。とくに，明治31年，明治42年，大正７年，昭和７年，昭和36・37年
が大洪水となっている。
　石狩市は，石狩川河口域に位置しており，旧河川は河口部で大きく蛇行していた（現　茨戸
川）。この蛇行部に位置する生振地区と花畔地区が，とくに大きな被害を受けていた。すなわち，
蛇行部は，増水すると，遠心力が働き，河川の外側へ決壊しやすい。
　被害は，農業被害が大半であるが，家屋浸水，インフラ整備の破壊といった状況も確認でき
る。とりわけ，明治31年の大洪水では，農産物が壊滅的な被害を受け，救済費の支給がされて
いる。この大洪水をきっかけとして，北海道治水調査会を結成し，岡崎文吉を石狩川治水事務
所長として近代的な治水事業に着手した。大正７年から昭和８年にかけて，生振・対雁間捷水
路工事を段階的に行い，完成させた。完成後は，石狩川河口域の洪水は減少した。ただ，石狩
川全域では，治水事業はこの時点でも未完成であり，昭和期も数度の大洪水は発生している。
２　単元全体の構成
　ここでは，単元全体の構成について述べる。単元全体の構成は，全12時間の配当とした。具
体的には，石狩川河口域の洪水の様子を知り，昔の人々はどのように工夫をして，防ごうとし
たのか，その効果がどのように受け継がれていたのか，調べるという学習展開である。とりわ
け，治水事業の先人となった村山伝次郎や後の治水事業に貢献した岡崎文吉の思いや願いに気
付かせようとするものである。
　石狩川河口域の最新の洪水記録は，平成13年度である。ほとんどの児童は洪水の経験をして
いない。増して，石狩の地が，洪水の常襲地域であったことを想像もできない。他方，地球温
暖化の影響によって，異常気象が生じ，本州方面において毎年のように洪水被害は発生してい
る。児童は，報道番組などを通じて，洪水の被害を間接的に認識している。
　そこで，単元の導入（１時間目・指導計画の具体例）では，資料を通じて，石狩の地も，かつて，
洪水の常襲地域であったことに気付かせる。資料は，市街地や農地の浸水被害の写真，防災工
事や防災設備の写真，特定年度の農業生産量の落ち込みがわかるグラフ・表，古文書などの活
用を想定できる。とくに，被害写真の様子が，学校を含む近隣地域のものであれば，驚きも大
きくなり，興味関心も高まるであろう。
　２時間目では，昨今の異常気象の影響で，自然災害は増加しているのに，なぜ，石狩の地で
は，平成期に入って，洪水の被害がほとんどみられないのか，思考させる。この段階では，新
旧の地形図の活用が有効となる。地形図の読み取りは，やや難しいものの，新旧の地形図を比
較する中で，河川の様子が変化していることには，すぐ気付くだろう。旧版の地形図では，河
川は，大きく蛇行しており，流路は非常に長くなっている。新版の地形図では，一部の蛇行部
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分は直線化し，本流と切り離された水域を確認できる。例えば，茨戸川である。この流路の変
化は，自然的なものか，人工的なものか，思考させる。仮に，人工的なものであれば，なぜ，
自然地理的事象を人間の手によって変える必要があるのか，思考させる。それが，洪水対策に
関係していることを気付かせる。続いて，なぜ，蛇行している河川より，直線化の河川が，洪
水対策に有効か，思考させる。この場面では，理科的な簡単な実験を取り入れると，その意味
に気付くことができるかもしれない。
　３時間目では，学習課題の設定を行う。学習課題の設定では，洪水の被害の様子や治水事業
の始まりが，なぜ，明治期以降なのか，その被害がどのようなもので，誰が，どのような治水
事業をすすめようとしていたのか，学校図書館などを活用して調べる。
　４・５時間目では，博物館の見学や公共図書館での資料収集に加え，防災設備などの見学を
行う。とりわけ、博物館や公共図書館には、事前に伝えておき、関係資料の準備をしてもらう。
また、防災設備の見学では、観察ポイントや安全面に対する諸注意を確認しておく。
　６・７時間目では，必要な情報を整理しつつ，治水事業の内容，変化，工夫などについて，
村山伝次郎や岡崎文吉の業績をもとに明らかにする。８〜10時間目では，村山伝次郎や岡崎
文吉の業績を時系列に並べ，石狩川河口域の治水事業の全体像についてまとめる。最後に，
11・12時間目では，治水事業の効果を考えるとともに，東日本大震災を契機とする新たな自然
災害の可能性について，思考させる。
　なお，単元全体を通じての評価基準は，村山伝次郎や岡崎文吉といった先人の業績（治水事
業）をもとに，石狩川河口域の洪水の様子や治水事業の工夫，先人の思いや願いを資料活用し
ながら思考させ，４観点の評価を行うものである。
【１・２時間目】
「資料を活用して，身近な地域の自然災害について気付かせる」
○資料（写真・グラフ・表・古文書など）をみて，石狩の地が，洪水の常襲地域であっ
たことに気付かせる。
○新旧の地図をみて，河川の流路の状況を確認する。
○流路の改変が，どのように防災に役立ったのか，思考する。
↓
過去の石狩川河口域の洪水の様子を知り，昔の人々はどのように工夫して，防ごうとしたのか
【３時間目】
「石狩川河口域の洪水の実態を調べて，学習問題を設定し，学習計画を立てる」
○主な洪水の発生・被害を年表化して，歴史的経過の特色をまとめる
○どのような治水計画，治水事業を行ってきたのか，調べ，その効果について思考する。
「学習問題」
　明治期では，石狩川河口域の洪水の被害に対して，だれが，どのように，防ごうとして
いたか調べる
第２表　単元全体の構成（全12時間）
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【４・５時間目】
「公共図書館や博物物などに出向き，地域調査する」
○資料，地図（絵図）を公共図書館，博物館などで収集する
○地図（絵図）をみて，明治期の治水事業の役割について思考し，調べる。
○資料によって，治水対策の変化や工夫について調べる
○村山伝次郎や岡崎文吉（治水事業者）について，どのようなことを行った人か調べる
【６・７時間目】
「学習計画に即して調べたことを個人調べカードに記録・整理する」
○明治期の治水事業の様子をまとめる（村山伝次郎や岡崎文吉との関連を通じて）
○明治期の治水対策の変化や工夫についてまとめる
【８〜10時間目】
「調べたことを石狩川河口域の治水物語（村山伝次郎や岡崎文吉の思いや願い）のシナリ
オをまとめる」
○村山伝次郎や岡崎文吉の思いや願いが，大規模な治水事業につながった過程をまとめる
○大規模な治水事業（河川の直線化）が，後の防災対策に役立った事実をまとめる
【11・12時間目】
昭和以降の治水事業の効果について，思考する
東日本大震災による地震津波の新たな自然災害の可能性について，思考する
社会的事象への関心・意欲・態度
○地域の発展に尽くした先人の業績に関心をもち，意欲的に調べようとしている
○地域社会の一員として地域社会のよりよい発展を考えようとしている
社会的な思考・判断・表現
○地域の発展に尽くした先人の業績について調べる学習問題について予想し，学習計画を
考え，記述している
○地域の発展に尽くした先人の工夫や努力と地域の人々の願いや生活の様子とを関連づけ
て，先人の働きにより地域の人々の生活が向上したことを考えて表現している
観察・資料活用の技能
○博物館での見学，学校・公共図書館での検索・閲覧によって，地域の発展に尽くした先
人の業績について必要な情報を収集し，読み取っている
○調べたことをポスター（模造紙）にまとめている
社会的事象についての知識・理解
○地域の発展に尽くした先人の業績とその実現のための工夫や努力を通じて，思いや願い
を理解している
○先人の働きにより地域の人々の生活が向上し，それが現在の生活につながっていること
を理解している
第３表　単元全体（全12時間）の評価基準
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３　指導計画の具体例
　以下では，単元全体の構成の中で，その導入部（１時間目）にあたる指導目標と指導計画を
示す。本授業の内容は，写真資料，グラフ資料，表資料，古文書資料を用いて，身近な地域に
おける過去の洪水の様子，洪水被害の影響，地域住民の思いや願いについて思考させ，これら
の関係性について学ぶ。とりわけ，多様な資料を用いることで，児童の思考を揺さぶり，身近
な地域の過去の様子，先人の働きに興味関心を向けさせようとするものである。すなわち，こ
うした自然災害に対して，どのような防災の工夫をしてきたのか，追求していこうとする意欲
や態度につなげていく。
本時の指導計画
教師による主要発問 児童から引き出したい知識・考え 資料
導入 【身近な地域における自然災害
の様子】
○　写真１をみて、気付いたこ
と、わかったことを考え、
ノートに書いてみましょう。
「農地が洪水によって浸水してい
る様子の理解」
○　海・河川・湖？
○　水辺から植物がみえる
　　田んぼ？
○　田んぼにしては、水量が多い
○写真１は農
地が浸水
している様
子
学習課題
洪水によって、地域の産業（農
業）にどのような影響が出るか、
考える
展開 【自然災害と農業被害の関係性】
○　明治から現在までの洪水年
表をみて、気付いたこと、
わかったことを考え、ノー
トに書いてみましょう。
「洪水の頻度と影響についての理解」
○　明治期以降、頻繁に洪水が発
生している
○　家屋や農業被害があった
○　近年は、洪水の発生が減少し
ている
○資料１は、
主要な洪水
史の年表
○　洪水年表と農業生産量を比
べ、気付いたこと、わかっ
たことを考え、ノートに書
いてみましょう。
「洪水と農業被害の関係性の理解」
○　農業生産量が極端に落ち込ん
だ年度がある
○　洪水の発生年度と生産量の低
い年度が同じだ
○　洪水の被害が大きいほど、生
産量の被害も大きい
○資料２は、
主要な地
域農産物
の変化
第４表　本時の目標と指導計画
本時の目標
○　写真資料をみせて，身近な地域における自然災害の様子に気付くことができる
○　グラフ・表をみせて，自然災害の影響と農業被害の関係性について気付くことができる
○　古文書資料（解説文）をみせて，地域住民の思いや願いについて理解することができる
○　自然災害，産業（農業），地域住民（先人）の関係性について理解することができる
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Ⅳ．地理的内容における防災教育の意義　
　本章では，地理的内容における防災教育の意義について確認する。社会科教育では，地理的
な見方や考え方を通じて社会認識を深める。この過程は，そのまま防災教育にもつながる。た
だ，安易な防災教育は，地域に対する自然災害の危険を煽るのみとなる。そのような点をふま
え，地理的内容における防災教育の意義は，大きく分けて３つあると考えられる。
　１つは，地域の安全を深めることができる。過去の自然災害の発生では，その都度，防災対
策，設備を見直し，自然災害の被害を減少させてきた。また，ハザードマップは，単なる危険
地域を知らせるためではなく，安全な避難場所や避難路を確認することに役立つ。さらに，自
然地理的事象の形成や発達過程を知ることで，自然災害の生じ方の異なることがわかる。例え
ば，河川域では，地形の違いによって，自然災害の危険度は異なる。これらの地理的情報は，
地図を通じて理解を深めることができる。すなわち，社会科教育の中で，地図帳，地形図，電
子地図を積極的に使用することは，それ自体，地域の安全につながる。
　２つは，身近な地域における特色ある自然地理的環境について理解を深めることができる。
自然災害の発生しやすい場所では，特色ある自然地理的環境がみられる。例えば，地震や火山
活動の多い周辺地域では，地面が隆起したり沈降したりする。その結果，風光明媚な特異な海
岸地形，丘陵地形，山岳地形を形成してきた。洪水の場合，自然堤防，後背湿地，三角州，三
日月湖などの河川域の地形を形成してきた。これらは，河川があれば，どこでも確認できるわ
けではない。そのような魅力ある自然地理的環境に気付かせることは，地理的内容の役割でも
ある。単なる防災教育では，自然地理的環境の有する魅力に気付くことは難しい。
　３つは，先人の業績を通じて，地域に対する思いや願いに触れ，郷土愛を深めることができ
る。自然地理的事象に人間の手を加えることは，自然の理に逆らう行為である。それにも関わ
らず，人間の手を加えてきたことは，先人の地域に対する強い思いや願いがあったことに他な
らない。すなわち，治水事業は，地域住民を自然災害から守る行為であった。こうした先人の
【古文書による地域住民の願い】
○　古文書には、洪水の被害状
況が記録されている。どう
して、このような文書記録
を残したのだろうか、思っ
たことをノートに書いてみ
ましょう。
「地域住民の自然災害に対する思
いや願いの理解」
○　ここは危険だと知らせるため
○　自然災害の影響を後世にしっ
かり残すため
○資料３は
古文書資
料（ 解 説
文付き）
まとめ 自然災害、産業、地域住民の関
係性（つながり）について、ノー
トにまとめる
「自然災害、産業、地域住民の関
係性の理解」
○　洪水は、地域農業に対して深
刻な被害を与えてきた。
○　洪水の被害は、古文書を通じ
て後世に伝え、防災に役立て
ることを期待した。
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業績に，児童が各種資料を通じて触れることは，地域に対する再発見や再評価につながる。
Ⅴ．お わ り に　
　本稿は，小学校社会科における防災に関する教材開発を目的としてきた。具体的には，平成
20年版小学校学習指導要領社会編の内容を参考としながら，どのような単元内容で，導入でき
るか確認した。次に，石狩川河口域の洪水と治水事業の概要に触れ，単元全体の構成，導入部（１
時間目）の指導目標と指導計画を構想した。最後に社会科（地理的内容）における防災教育の
意義について，３点指摘した。
　日本各地では，東日本大震災を契機として防災教育の取り組みが急速に高まっている。それ
自体は，もちろん悪いことではない。ただ，筆者は，これまでの教科教育でも，各方面におい
て防災に関する内容を実践できるものと考えている。逆に言えば，その実践できる機会を見過
ごしてきたという思いも強い。
　これまで人間は，自然災害を軽減するため，知恵を絞って工夫しながら対応してきた。その
対応には，過去の自然災害の教訓が活かされている。それならば，単なる一過性の防災教育の
実践より，教科教育を通じての継続的な学習活動の方が，より効果は高い。
　幸い，小学校社会科をはじめ，中学校社会科地理的分野，高等学校地理歴史科地理において，
防災に関する内容が含まれている。加えて，水難事故全般にも，社会科教育や地理教育に関連
する内容は多い。例えば，海水浴場でよく発生する離岸流による溺死，河川の中州に取り残さ
れる現象は，地理的知識があれば，十分，未然に防ぐことができる。防災に関する内容は，生
活被害，産業被害の他に人的被害におよぶことが最も重い。今後，社会科教育や地理教育の意
義は，防災に関する内容の有益性によって，一層の評価をされることを期待したい。
　また，本稿のような防災に関する教材開発が，各地で構想され実践し続けることを願ってや
まない。
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